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大
学
の
帝
国
主
義
再
編

文
部
官
僚
‥
理
事
会
を
軸
と

大
学
と
学
生
の
縦
深
的
支
一

　
わ
れ
わ
れ
は
、
大
学
皆
川
伝
が
混

骸
化
″
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
と
る
こ

と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
大
字
管

理
法
が
″
実
質
的
″
に
存
在
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
大
学

管
理
法
と
は
右
の
よ
う
な
三
点
が
法
制

化
さ
れ
強
要
を
義
務
と
さ
れ
る
こ
と
に

他
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
大
学
管
理
法
が

〈
法
〉
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
存
在

し
な
い
と
思
っ
て
い
る
大
学
学
長
の
、

そ
の
才
六
予
予
ニ
ス
ト
ぶ
り
、
血
縁
思

考
ぶ
り
、
形
式
主
我
ぶ
り
に
、
わ
れ
わ

れ
は
驚
く
ぱ
か
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
大
学
・
文
部
省
・
自
民
完
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羽
田
Ｉ
佐
世
保
闘
争
の
過
程
で
、
全

学
連
を
中
心
と
し
た
学
生
運
動
の
ラ
ジ

カ
リ
ズ
ム
と
そ
の
社
会
的
勢
力
の
伸
長

は
国
霖
茫
々
威
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
佐
藤
政
府
は
、
国
民
大
衆
に
対
し

て
、
学
生
運
動
の
ラ
ジ
カ
ル
化
（
角
材

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
暴
力
化
）
に
す
べ
て

の
問
題
の
焦
点
を
向
け
さ
せ
て
「
職
業
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と
っ
て
聳
威
で
あ
る
。
特
に
、
今
回
の

佐
世
保
ヱ
ン
プ
ラ
闘
争
に
お
い
て
は
、

「
警
備
の
行
動
は
社
会
的
秩
序
を
守
る

と
い
う
職
務
の
た
め
だ
」
　
（
佐
藤
首

相
）
と
し
て
「
警
備
に
行
き
す
ぎ
は
な

の
「
蜜
月
旅
行
」
は
鮭
り
、
事
態
は
硬

直
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
ず
文
部
省

の
「
具
体
的
な
検
討
の
跡
付
け
を
事
実

に
よ
っ
て
示
せ
」
と
い
う
辞
尾
文
相
の

発
言
（
引
物
片
１
日
、
学
長
懇
談
会

で
）
を
前
後
し
て
、
国
立
大
字
Ｊ
ｍ
会
の

第
三
常
鴎
吏
員
会
が
碑
硬
な
亘
窺
制

皆
っ
ち
出
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。
昨

年
の
古
百
一
日
黎
言
れ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
①
学
生
が
剛
力
な
禍
の
連

絡
組
織
を
も
つ
の
に
対
抗
し
て
、
大

学
も
何
ら
か
の
横
の
辿
絡
組
織
を
つ

慎
重
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
　
（
一
月

い
」
と
Ｉ
＝
萌
し
な
が
ち
も
、
「
今
回
の
Ｉ
く
る
べ
き
で
あ
る
②
大
学
の
自
主
的

寄
港
に
当
っ
て
据
わ
れ
た
国
民
感
情
は
こ
カ
に
よ
っ
て
も
ヽ
心
円
の
杭
・
抒
紺

　
－
－
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活
動
家
」
「
一
部
学
生
の
暴
徒
」
の
レ
ー
二
十
二
日
・
木
村
官
房
長
官
）
と
そ
の

ッ
テ
ル
化
と
二
殼
学
生
と
遊
離
し
た

学
生
運
動
」
一
番
調
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
警
備
弾
圧
と
訪
ベ
ト
、
訪
米
、
エ
ー

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
寄
港
の
政
治
的
意
一

図
を
隠
蔽
し
た
ま
ま
で
、
国
民
大
衆
の
Ｉ

脅
威
を
自
か
ら
暴
露
せ
ず
に
は
お
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
佐
藤
政
府
の
基
本
路

線
（
日
米
安
保
の
強
化
と
東
南
ア
ジ
ア

進
出
）
に
翼
向
か
ら
敵
対
す
る
全
字
悳

を
軸
と
す
る
写
生
運
動
に
対
す
る
弾
圧

持
が
困
難
で
あ
り
、
人
面
に
か
か
お
る

危
険
が
ル
ヱ
じ
た
と
き
は
参
宮
の
導
入
も

や
む
を
得
な
い
㈲
悠
長
宗
法
八
条
は

有
心
政
治
的
中
立
を
規
定
し
て
お

り
、
こ
の
精
神
に
よ
る
場
合
は
、
学
内

の
立
言
板
や
鵬
新
聞
な
ど
で
政
治
的
表

現
、
た
と
え
は
″
佐
藤
訪
米
反
対
″
な

ど
と
う
た
う
こ
と
も
許
す
べ
き
で
な
い

④
規
則
に
違
反
し
た
学
生
は
猷
兎
に
処

分
す
べ
き
で
、
こ
れ
ま
で
の
は
反
省
の

必
要
が
あ
る
・
Ｉ
な
ど
と
し
て
い
る

　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

　
（
毎
日
新
開
4
2
／
1
2
／
２
）
。
こ
れ
は
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■
■

「
大
学
琵
法
」
実
学
目
と
か
一
一
ｆ

ゲ
ゴ
ミ
已
乙
　
ノ
ｔ
ｊ
ｒ
ａ
ｚ
ｙ
ａ
ｎ
Ｈ
ａ
ｌ
ｊ
４

を

　φ

　
同
日
、

大
阪
市
立

「
左
翼
偏

大
学
に
は

じ
め
、
多

数
か
お
り
、
・
・

だ
ら
な
い
。

　・●I,1　11

1

が
大
学
百

正

タ

対
し
て
、
同
大
学
を

と
き
め
つ
け
、
「
同

、
経
済
研
究
所
を
は

耶
に
偏
向
の
教
官
多

的
教
官
も
百
人
を
く

発
足
さ
せ
、
大
野
市
大
を
中
心
に
必

向
対
尹
に
粟
ら
す
態
度
を
決
め
た
）

こ
の
自
民
党
�
価
教
育
政
策
は
、
昭

和
三
十
七
年
弘
淮
首
相
発
言
「
大
学

教
育
は
革
崇
や
政
に
使
わ
れ
て
い
る

柘
植
幣
入
谷
の
息
は
原
則
と

じ
で
望
趾
ぎ
り
で
察
の
下

.
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x
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え
な
い
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昭和４３年２'月１５日聞新生１　学

駒
井
部
長
慎
重
な
答
弁

2・6本紙会見

　
二
月
六
日
、
本
紙
記
者
は
駒
井
四
郎
総
務
部
長
と
会
見
し
、
四
十
四
年
度
以
降
に
お
け
る
学
費
値
上
げ
問
題
に
つ
い
て
３
写
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て

駒
井
部
長
は
「
今
の
と
こ
ろ
何
と
も
言
え
な
い
。
全
く
白
紙
だ
」
と
き
び
し
い
哀
情
で
微
妙
な
発
言
を
し
た
。

　
川
井
部
長
は
個
人
的
見
解
も
、
「
何

と
も
言
え
な
い
」
と
し
た
。
回
部
長
は

学
費
圖
卦
げ
楠
極
論
者
と
し
て
学
内
で
。

も
有
名
。
昨
年
五
月
本
紙
記
者
に
も

「
学
費
値
上
げ
あ
り
う
る
」
と
発
谷
し

て
学
内
で
大
き
な
皆
刄
晦
ん
だ
。

　
現
在
の
本
学
の
財
政
状
態
は
経
常
勘

定
は
呑
干
の
黒
字
計
ヒ
し
て
い
る
も
の

の
、
建
設
勘
定
は
十
数
厦
円
の
借
用
金

『
積
し
で
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
政
府
の

イ
ン
フ
レ
政
派
（
凹
十
三
年
度
は
年
間

六
・
二
％
以
上
の
消
費
物
価
の
上
界
と

い
わ
れ
る
）
は
学
が
値
上
げ
の
煩
激
剤

と
な
る
と
の
印
判
も
あ
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
具
体
化
す
る
田
辺
町
訃
報
Ｉ

建
設
費
の
毀
金
調
法
が
学
費
圃
上
げ
を

招
来
す
ろ
の
は
必
然
。
本
学
の
学
費
値

上
げ
も
時
間
の
Ｕ
悶
だ
と
年
昨
秋
ご
ろ

か
ら
学
友
良
を
は
じ
め
と
し
て
す
で
に

反
対
運
動
の
動
き
が
お
こ
り
は
じ
め
て

い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
今
回
の
駒
井
言
。
尽
、
こ
う
し
た
動

き
を
十
分
考
～
し
て
尊
尚
さ
れ
穴
も
の

紀
元
節
復
活
に
反
対

学
友
会
・
同
盟
登
校
を
提
起

　
二
月
中
一
日
の
「
建
国
記
念
日
」
に

対
し
て
、
同
志
社
大
学
学
友
会
常
任
委

員
会
は
六
日
、
「
佐
藤
政
府
の
海
外
侵

略
を
意
図
し
た
国
内
へ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
的
イ
デ
寸
尺
下
僕
勢
の
一
狸
と

し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て

反
対
の
意
志
を
表
明
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
当
日
は
、
令
兄
に

同
盟
登
校
を
呼
び
か
け
、
「
建
国
記
念

11２

日
」
＝
紀
元
節
復
活
反
対
回
］
言
集
会

を
行
な
う
予
定
で
、
ま
た
、
井
ト
海
氏

の
講
演
と
、
映
画
「
池
内
の
砂
川
」
の

勉
映
が
、
午
庖
∇
か
記
玉
会
館
五

一
三
白
雲
丹
　
・
べ
わ
れ
る
。
な
お
、

具
体
的
に
は
、
盲
入
日
の
学
友
会
中

央
委
員
会
で
正
式
決
定
し
、
十
］
日
に

㈲
む
体
制
に
あ
る
。

と
押
解
さ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
理
事

会
、
評
議
会
で
の
活
発
な
動
き
は
な
い

模
様
で
あ
る
。

「
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
案
」

国
家
に
よ
る
自
由
権
の
侵
害

文
・
神
教
授
会
、
学
友
会
な
ど
反
対
声
明

　
神
学
部
教
授
会
が
、
先
に
「
靖
国
神
　
　
・
・
論
を
喚
起
害
心
責
任
を
負
う
べ
き

社
国
家
護
持
法
案
」
に
対
し
て
反
対
声

五
ご

を
決
定
し
た
。

明
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
呼
応
し
Ｉ
　
特
定
の
祭
儀
を
行
な
う
、
特
定
の
宗

て
、
文
学
部
教
授
会
は
、
二
月
五
日
、

次
の
よ
う
な
声
明
文
を
出
し
た
。
　
’

　
「
昨
年
十
月
一
日
に
神
学
部
教
授
団

が
法
案
反
対
声
明
を
出
し
た
が
、
そ
の

問
題
は
、
い
ま
だ
活
発
に
広
が
っ
て
い

な
い
。
文
学
部
で
は
、
教
授
会
で
慎
重

に
討
議
し
た
結
果
、
神
学
部
の
反
対
声

明
を
全
開
的
に
支
持
し
、
さ
ら
に
大
き

数
団
体
で
し
か
な
い
靖
国
神
社
を
国
家

護
持
に
し
よ
う
と
す
る
こ
の
法
案
は
、

憲
法
で
保
障
ず
る
信
教
・
宗
教
活
動
・

宗
教
教
育
の
自
由
に
対
す
る
、
国
家
権

力
の
侵
害
を
予
想
盗
忌
に
十
分
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
自
衛
体
制
強
化
の
名
を

も
っ
て
進
行
し
つ
つ
あ
る
軍
国
主
義
的

政
策
の
貢
凛
を
容
易
に
す
る
た
め
の
、

1
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羽
田
デ
モ
育
英
資
金
停
止
処
分
に

「
奨
厚
規
定
十
八
条
に
該
当
し
な
い
」

　
二
川
二
日
に
聞
か
れ
た
学
部
長
会

議
で
、
羽
田
デ
モ
で
検
挙
さ
れ
た
同

本
学
の
学
生
の
育
英
会
奨
学
金
停
止
処

分
の
問
閥
に
つ
い
て
㈲
誦
が
な
ざ
れ
、

同
志
社
大
学
と
し
で
は
、
停
止
処
分
を

不
当
処
分
逝
み
て
即
本
育
英
会
に
な
ん

ら
か
の
形
で
焙
・
議
す
る
こ
と
を
硬
認
し

た
。
　
　
¨

・
本
紙
が
一
汗
三
〇
砂
、
秋
山
学
生
部

長
と
行
っ
た
会
見
で
、
本
万
と
も
政
人

の
処
分
対
象
首
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
そ
の
日
秋
山
学
生
部
長

は
厘
定
的
意
見
を
保
留
し
て
い
た
。

　
学
部
長
会
議
で
馬
苫
れ
た
内
容
は

「
こ
の
処
分
は
、
奨
学
規
定
十
八
条
に

該
当
す
る
も
の
と
ば
思
え
ず
、
羽
田
に

参
加
し
た
学
生
を
、
″
性
行
不
良
者
″

と
断
定
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
日
本
育

英
会
の
処
分
濃
告
に
対
し
て
、
何
ら
か

の
形
で
抗
議
ず
る
」
と
い
う
も
の
で
、

秋
山
学
生
部
長
の
見
解
に
ほ
ぼ
】
誼
し

か
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
こ
の
会
議
中
に
、
個
別
の
大

学
が
単
独
で
日
本
育
英
会
に
抗
議
し
て

も
影
響
が
少
な
い
の
で
、
関
西
の
大
手

私
学
が
共
同
で
抗
議
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
見
に
学
部
長
の
多
く
が
賛
同
の

意
を
。
涙
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
夜
が
注
目
さ
れ
る
。

　
嘉
ｓ
闘
争
委
設
置

　
　
水
光
費
不
払
い
闘
争

　
学
寮
の
入
港
寮
権
と
水
道
光
熱
費
負

担
を
め
ぐ
っ
て
、
学
生
部
＝
当
局
と
闘

争
を
続
け
て
い
る
同
志
社
大
学
の
全
寮

協
な
ど
寮
生
は
、
Ｌ
一
月
九
旧
夕
方
、
此

春
寮
チ
ャ
ペ
ル
で
全
寮
協
代
議
員
会
を

開
き
、
後
期
運
動
総
括
を
検
討
し
、
全

寮
協
水
・
元
費
闘
争
委
員
会
を
新
し
く
設

置
、
春
休
み
か
ら
四
月
に
か
け
て
闘
争

国
民
精
神
的
基
盤
を
旅
立
し
よ
う
と
す

る
危
険
な
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
」
。

　
ま
た
、
こ
の
声
明
に
呼
応
し
て
学
友

会
で
も
、
「
国
民
へ
の
防
衛
教
育
安
保

体
制
の
重
要
性
の
定
着
を
″
国
民
的
合

意
″
と
し
て
、
強
引
に
哲
苫
せ
る
た

め
に
、
明
治
百
年
を
大
衆
操
作
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
国
論
を
統
一
し
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
駆
り
立
て
よ
う
と
し
て
い

芯
も
の
で
あ
る
。
文
学
部
教
授
会
の
法

11日学部長会議

る
た
め
・
闘
争
の
強
化
を
蒙
認
し
た
．

　
2

.
8
府
学
連
統
一
行
動

　
　
　
　
　
　
紀
元
節
復
活
に
抗
議

　
二
月
九
日
、
京
都
府
学
連
は
紀
元
節

復
活
に
抗
議
し
て
午
後
一
時
か
ら
本
学

の
学
館
ホ
ー
ル
で
集
会
を
開
い
た
あ
と

午
後
五
時
す
ぎ
河
原
町
通
り
↓
闘
茶
通

り
↓
円
山
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。

　
デ
モ
に
は
、
学
生
が
約
竺
○
○
人
参

加
し
祇
園
石
股
下
で
若
干
、
機
動
隊
と

の
小
ぜ
り
あ
い
が
あ
っ
た
程
簒
で
、
終

始
節
か
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

の
申
マ
場
を
水
光
費
不
払
い
で
の
り
切
こ
終
っ
た
。

史上最大の受験者
11日から入試

文学部は25･1倍

　
同
志
社
大
字
は
二
月
中
一
日
か
ら
の

六
八
年
度
入
学
試
験
を
ひ
か
え
、
一
月

三
十
一
日
入
学
願
書
受
付
け
を
締
切
っ

案
反
対
声
明
を
皇
持
し
、
と
も
に
闘
い

に
立
ち
あ
が
る
こ
と
を
声
明
」
す
芯
旨

を
声
明
文
に
し
７
出
し
応
。

中
大
、
分
裁
入
試
を
阻
止

　
字
年
末
お
よ
撮
薬
試
験
示
イ
弓

ト
で
学
費
値
上
げ
反
対
白
紙
撤
回
要
求

を
闘
っ
て
い
る
中
央
大
字
学
費
闘
争

は
、
二
月
四
日
、
入
試
行
事
の
ひ
と
つ

付
属
高
校
の
大
学
受
験
生
に
対
す
る
分

胞
入
試
を
実
力
で
阻
止
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
’
三
日
に
は
全
学
集
会

が
開
か
れ
、
お
よ
そ
三
（
一
）
○
○
人
の
学

生
が
参
加
し
た
が
、
こ
の
場
で
四
日
の

入
試
分
離
試
験
阻
止
を
確
認
し
、
四
日

の
力
憑
を
出
し
て
６
だ
。

た
。
志
願
者
は
六
万
人
以
上
で
、
こ
れ

は
開
校
以
来
の
記
録
。

　
一
部
（
粧
）
は
定
員
二
八
九
〇
人
に

対
し
五
九
〇
七
一
人
志
願
者
で
二
〇
・

四
回
の
競
争
率
。
こ
部
（
一
晩
）
は
定
員

六
二
〇
人
に
対
し
亡
言
五
人
で
ニ
・

二
回
の
競
争
率
と
な
っ
て
い
る
。
学
部

別
で
は
、
文
学
部
の
二
五
二
回
が
最

高
競
争
率
と
な
ク
て
い
る
が
、
実
質
競

争
率
は
各
学
部
と
も
五
上
八
回
に
落
首

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
学
部
別
志
願

１
一
四
〇
二
九

六
〇
）
二
五
・
一

倍
▼
法
目
こ
Ｉ
こ
九
（
五
〇
〇
）
二

二
・
二
倍
▼

○
）
二
〇
・

（
五
〇
〇
）

三
八
五
（
六

三
三
二
（
七
〇

日
日
八
一
三
一

￥
エ
こ
Ｉ

　
入
試
実
施
期
間
貝
二
月
十
一
日
か

ら
二
月
十
四
回
奏
分
、
京
都
を
中
心

と
し
て
、
全
国
石
が
所
で
実
施
さ
れ

る

　Ｑ

免
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一
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ヅ
費
消
上
げ
発
火
－
団
交
尚
Ｔ
バ
リ
’
ケ
ー
ド
と
い
う
頴
伊
の
自
然
発
生
住
に
依
拠
し
た
闘
争
の
自
己
賦
陶
住

は
、
関
学
闘
争
の
融
和
で
完
全
に
バ
ク
ロ
さ
れ
敗
北
し
穴
。
現
在
的
学
園
闘
争
司
単
に
学
生
の
生
活
意
識
の
申

―
―
Ｆ
Ｉ
｀
一
｀
ｒ
ｐ
ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

一

一

議
）
の
空
洞
化
と
、
突
ス
ト
ー
雫
ジ

イ
串
状
況
と
し
て
ま
ず
坦
出
し
た
。
し

μ
’
り
、
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
‐
1
n
x
t
l
r
.
c
o
.
j
p
t
l

っ
た
の
で
あ
る
。
関
学
宍
闘
争
に
は
、

指
導
部
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
1
　
「
1
「
l
　
n
r
l

芯
。
こ
の
自
熱
発
支
柱
へ
の
岡
服
は
、

「
団
交
」
に
よ
る
当
局
の
暴
露
を
戦
術

’
こ
ノ
k
J
g
r
7
i
77
y

N
/
2
.
1
N
%
‐
j
L
n
t
0
1
」

　
④
入
学
権
力
と
の
権
力
闘
争
と
し
て

位
置
づ
け
る
と
吃
汗
変
性
は
ヽ
同
時

u
z
!
Z
.
u
d

j
r
M
I
;
4
｡
s
j
a

n
r
y
'
J
I
F
｡
t
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表(１)

　実質競争率
42年度吋1甲斐

琴率
に年度
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英
語
が
当
否
の
カ
ギ

合格圈をさぐる,’

　
ま
ず
、
問
題
に
な
る
の
の
は
「
犬
上

最
大
」
と
い
う
受
験
者
数
と
競
争
・
脳
。

定
員
二
八
九
〇
人
に
五
九
〇
七
七
の
受

験
志
願
者
が
殺
到
、
倍
率
平
均
二
〇
・

五
倍
（
挺
闘
部
）
と
騒
が
れ
て
い
て

は
、
受
験
生
諸
君
も
、
不
安
で
な
い
と

す
れ
ば
戊
ひ
に
な
る
。

　
し
か
し
、
同
志
社
の
入
訳
の
特
徴
は

巾
比
較
的
時
期
が
旱
い
た
め
、
他
大
学

り
ー
？
エ
．
ｆ
。
？
ｘ
ｓ
ｊ
￥
　
ぐ
Ｉ
一
ｎ
μ
。
｝
；
ｙ
ノ
一
Ｚ
ｙ
こ
／
ｇ
‘
Ｉ

‐ ‐

と
こ
ろ
に
あ
る
。
七
れ
と
重
ね
て
、
不

学
側
は
、
①
、
②
の
既
囚
受
。
詣
に

し

が
違
う
た
め
、
悲
願
ず
る
学
生
が
多
い

れ
一
に
ほ
か
、
緬
育
カ
汪
が
、
大
量
的
教

育
方
式
（
マ
ス
ゾ
Ｄ
）
で
あ
る
一
一
’
に
め
、

・　７．４
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経
済
学
部
今
年
も
厳
し
い

″
六
十
″
の
水
増
し
は
常
識
的
に
認
め

て
い
る
。
昨
年
度
全
体
の
半
句
競
争
率

を
見
る
と
、
名
目
の
競
争
率
は
一
八
・

八
回
だ
っ
た
の
が
、
実
質
は
、
五
・
七

９
応
犬
質
的
に
足
員
の
三
・
一
討
以
上

の
ハ
俗
骨
が
死
去
さ
れ
て
い
る
。
今
年

は
、
さ
米
年
度
以
降
の
士
大
息
誠
に
備

え
、
財
政
源
を
一
定
度
確
保
ず
る
・
に

め
、
四
倍
ぐ
石
い
の
″
水
増
し
ご
詣

-

｀
―
”
－

‘
－
‐

の
輯
争
。
年
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
う
な
る
と
す
れ
ば
、
受
験
者
駿
は

「
児
言
匹
・
筒
」
で
も
、
実
質
の
斜
風
草

は
平
年
以
下
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
、
は
じ
め
に
。
冒
っ
て
お
き
た
い
。

　
次
に
合
格
晨
低
点
の
問
題
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
い
く
息
親
し
入
学
を
常
識

的
に
認
め
て
い
る
圖
広
壮
大
学
で
も
、

一
回
、
入
試
を
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
行

ろ
当
頂
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
受
験
生

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
問
性
を
検
討
ず
る

時
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
合
理
的
な
判

断
力
法
と
し
て
、
限
定
さ
れ
た
時
間
帯

で
の
知
識
の
表
現
の
矩
で
当
落
を
決
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ス
化
さ
れ

た
社
会
機
構
の
申
で
は
、
受
験
生
の
個

人
的
人
格
は
然
視
さ
れ
る
が
、
と
も
か

ぐ
″
付
ｙ
を
あ
る
程
啓
言
じ
な
い

　
　
同
志
社
大
学
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
受
験
生

　
の
諸
君
は
、
十
一
日
か
ら
始
ま
る
入
試
を
ひ
か

　
え
て
、
世
間
で
い
う
、
［
史
上
靉
高
の
］
受
験

ヽ
老
騏
、
競
争
率
と
い
う
現
象
に
、
な
に
か
と
不

　
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
思
う
。
と
こ
ろ

　
で
ｙ
現
実
の
問
題
は
、
ひ
と
口
に
「
合
格
し
た

　
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
編
集
部
で
は
、

　
「
’
ヨ
で
７
り
’
４
１
り
Ｒ
｀
り
Ｊ
ｒ
、
ｉ
ｋ
１
な
ぼ
ぽ
流
石
ｐ
一
　
「
‰
１

い
。
つ
ま
り
、
大
学
生
に
な
れ
な
い
こ

と
も
確
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
昨

年
、
一
昨
年
の
最
低
点
を
見
る
な
か
か

ら
、
今
年
の
当
落
一
ツ
イ
ン
を
予
想
し
て
。

見
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　

一

実
質
軽
い
競
争
率

六
割
で
ま
ず
安
心
土
学
部

　
た
だ
、
こ
の
当
落
ブ
イ
ン
は
、
そ
の

学
部
の
試
験
内
容
の
難
易
度
と
受
験
生

間
の
得
点
盾
層
の
変
化
で
か
お
る
相
対

的
な
も
の
で
あ
り
、
合
格
の
難
易
度

に
は
あ
ま
り
関
節
が
な
い
。
試
験
後
の

自
分
の
粘
『
の
判
断
材
料
に
し
て
ほ
し

い
。

　
神
学
部
は
、
特
称
な
学
部
で
、
ほ
と

ん
ど
が
牛
2
9
ス
ト
敦
関
係
で
順
苫
れ

る
こ
と
か
ら
、
試
験
に
よ
る
重
要
性
は

薄
い
と
い
え
る
。
昨
年
度
は
約
四
七
％

の
得
点
で
合
格
が
決
ま
っ
て
る
こ
と
か

ら
五
〇
％
を
少
し
上
ま
わ
る
ぐ
ら
い
で

大
丈
夫
と
い
え
る
。

　
文
学
部
は
、
昨
・
年
に
比
較
し
て
志
顕

者
が
急
増
し
て
る
た
め
、
一
見
璧
示

激
し
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
質
の
競

争
率
は
極
め
て
低
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ

ん
な
に
あ
わ
て
る
必
要
は
な
い
だ
ろ

う
。
特
に
文
化
学
科
は
昨
年
並
の
六

五
％
か
ら
七
〇
％
Ｇ
の
と
こ
ろ
が
安
全

圏
内
と
い
え
る
。
文
化
学
科
で
は
哲
学

と
心
理
学
が
昨
年
七
〇
％
に
近
い
と
こ

ろ
で
合
否
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

少
し
江
公
認
要
だ
ろ
う
。

　
文
学
部
で
も
、
英
文
と
社
会
は
、
し

か
し
だ
い
ぶ
難
関
と
い
え
る
。
社
会
学

科
は
各
専
攻
の
い
ず
れ
も
昨
年
は
六
五

％
台
に
落
ち
つ
い
て
は
い
る
も
の
の
、

七
〇
％
彊
で
安
心
で
き
る
圏
内
で
は
な

い
だ
う
つ
か
。
英
文
同
様
社
会
的
に
卒

業
生
が
白
石
多
い
こ
と
か
ら
油
断
は

で
き
な
い
。

　
法
学
部
は
、
渋
ぺ
政
治
と
も
一
昨

年
、
昨
年
と
最
低
回
は
六
八
％
、
六
九

％
と
統
一
さ
れ
て
は
い
る
か
、
今
年
ぐ

ら
い
か
ら
、
特
に
政
治
の
最
低
ラ
イ
ン

が
に
昇
し
、
法
律
が
鉄
に
低
下
し
て
ゆ

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
で
さ

る
。
そ
れ
は
大
字
の
教
学
方
針
の
如
何

に
よ
る
が
、
法
律
は
七
〇
ぢ
台
、
政
治

も
七
〇
％
を
少
し
上
ま
わ
る
と
こ
ろ
で

落
石
ず
る
と
判
断
で
き
そ
う
だ
。
し
か

し
、
競
争
率
は
昨
年
な
み
と
い
う
こ
と

か
ら
、
七
〇
％
だ
け
・
辿
全
圏
に
は
い

る
だ
ろ
う
。

　
経
済
学
部
は
、
同
窓
。
礼
大
学
で
は
英

文
に
つ
い
で
、
社
会
的
に
評
価
の
集
ま

る
学
部
だ
が
、
七
れ
だ
け
に
実
質
の
競

争
率
は
一
番
高
く
、
昨
年
、
一
昨
年
と

も
八
倍
以
上
の
実
質
疑
争
率
に
な
っ
て

る
。
そ
れ
だ
け
に
微
妙
な
得
点
の
飽
が

問
わ
れ
、
当
落
が
極
め
て
判
断
し
に
く

い
学
部
で
も
あ
る
。
昨
年
は
六
八
％
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕎

学
部
も
、
同
志
社
で
は
だ
い
た
い
文
学

部
只
の
図
質
1
1
社
寺
経
済
諒
に

く
ら
べ
て
楽
と
八
え
ば
い
え
る
が
、
数

Ｉ
の
必
須
が
、
Ｊ
点
に
も
大
き
く
作
用

ず
る
か
ら
、
数
字
冷
二
応
押
え
る
こ
と

％
６
で
大
丈
夫
と

う
。

、
数
字
、
理
科
関

い
る
こ
と
か
ら
、

も
ち
組
が
最
も
多

、
ま
た
大
学
側
か

い
る
こ
と
な
ど
も

あ
っ
て
極
め
て
変
質
競
争
率
が
低
く
、

定
員
の

ド

ト右
臼
格
を
発
表
し
て

皆と
い近い

か
い

な
い

社
は

そ
れ
Ｉ

多
く

る
こ

つ
寫

す
石

て
は
Ｉ

だ
か

題
を

と
か
け
る
受
験
生
か
多
い
こ
と
、
兜
め
る
言
い
訟
才
れ
け
膜
質
五
に
い
ぐ
ら
い
Ｉ
な
う
か
ら
に
は
、
試
験
の
得
認
応
し
Ｉ
か
ご
り
、
七
の
存
在
樫
は
認
め
ら
れ
な
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水
沢
晶
君
‐
同
志
社
大
学
文
学
部
三
回
生
。
現
在
学
友

会
、
京
都
府
学
巡
に
お
い
て
指
琳
的
役
割
を
果
し
て
い

る
ヽ
り
わ
ゆ
る
活
動
家
ど
呼
ば
れ
る
人
種
の
一
人
で
あ

る
。
決
し
て
大
き
い
と
は
い
え
ぬ
身
体
、

｀
ち
ぢ
れ
た
髪
。

コ
ー
ル
テ
ン
の
背
広
、
三
ケ
月
に
一
度
の
散
鯛
「
言
兄

る
」
指
導
者
に
は
見
え
穴
い
。
む
し
ろ
、
ね
こ
背
気
味
の

そ
の
体
か
ら
は
子
供
っ
ぽ
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
だ
。
大
き
な

闘
争
が
近
づ
く
と
、
た
だ
で
さ
え
忙
し
い
彼
の
活
動
は
極

限
状
況
に
ま
で
達
す
る
。
情
宣
、
オ
ル
グ
、
戦
術
提
起
、

ク
ー
フ
ス
入
り
、
そ
の
間
に
幾
度
も
ｙ
り
返
さ
れ
る
会
議
。

闘
争
を
嵯
り
上
げ
勝
利
に
導
く
た
め
に
は
文
字
ど
お
り
の

絶
え
間
な
い
活
動
が
要
請
さ
れ
る
。
活
動
家
に
と
っ
て

「
消
耗
ず
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
昨
秋
の
羽
田
、
一

月
の
佐
世
保
と
大
き
な
闘
争
が
相
つ
い
だ
が
彼
に
と
っ
て

本
当
に
自
己
の
力
で
「
や
っ
た
な
」
と
り
つ
実
感
が
わ
い

た
の
は
十
・
二
Ｉ
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
全
学
ス
ト
で
あ
っ
た
と

い
う
。
連
日
の
皆
宣
活
・
如
、
ラ
ツ
ス
リ
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
学
生
意
識
の
高
揚
を
学
生
大
会
の
ス
ト
決
議
と
し

て
ま
と
め
上
げ
、
当
日
は
バ
リ
ケ
ー
ド
に
よ
る
ス
ト
体
制

を
貫
徹
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
枝
の
活
動
が
七
こ
で
は
目

に
見
え
る
バ
リ
ケ
ー
ド
Ｈ
‥
ス
ト
と
し
て
結
災
し
た
の
だ
っ

た
。
壮
の
時
枝
は
自
己
の
活
・
叩
賎
し
て
満
足
感
に
㈲
た

も
の
を
収
わ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
そ
れ
は
幸
福
感
と
は
全

く
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
活
動
家
が
「
幸
福
」
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
は
お
し
ま
い
だ
ド
枝
は
号
つ
考
え
る
。

一
つ
の
闘
争
の
申
に
身
を
置
い
て
い
る
時
旱
く
も
次
の
闘

争
を
考
え
始
め
る
の
が
活
動
家
な
の
だ
。

　
水
沢
君
は
過
去
一
貫
し
て
学
生
運
動
に
身
を
役
じ
て
来
、

た
。
彼
の
生
活
、
思
想
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
、
。
規
制
し

て
い
る
彼
の
生
い
立
ち
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
中

で
一
人
の
「
あ
聡
玉
縁
」
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
言
兄

▼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
Ｉ
　
　
　
‘
Ｉ
Ｆ

　
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
三
日
前
に

‘
釈
放
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
逮
捕
さ

　
れ
る
こ
と
は
や
は
り
イ
申
で
あ
る
。
モ

　
の
聞
、
活
動
が
で
き
な
く
な
る
上
に
、
‘

廠
判
ざ
九
に
で
も
な
る
と
わ
ず
・
ら
０
し

　
り
か
ら
で
あ
る
。

　
　
生
協
で
百
円
の
Ａ
フ
ン
チ
で
朝
食
。

　
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
西
門
で
ア
ジ
ビ
ラ
を

　
ま
く
。
ビ
ラ
の
四
百
は
今
日
の
エ
ン
タ

　
よ
ノ
ラ
イ
ズ
寄
港
抗
議
デ
モ
ヘ
の
参
加

　
を
呼
び
か
け
た
も
の
。
ア
ジ
ビ
ラ
は
連

日
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
、
バ
ー
フ
ま
か
れ

惑
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
効
果
は
期
待
で

ぎ
た
い
。
こ
れ
も
重
首
将
宣
活
動
の

　
一
つ
で
お
る
。

　
　
午
後
一
時
半
か
ら
ニ
ン
タ
ー
ブ
ー
フ
イ

　
ズ
寄
港
抗
議
京
都
府
学
連
集
会
。
水
沢

　
君
自
身
は
京
浜
へ
谷
け
な
か
っ
た

　
が
、
昨
日
の
う
ち
に
現
地
へ
行
っ
九
回

　
か
ら
碧
況
、
闘
争
の
四
百
な
ど
は
詳
細

　
に
開
き
だ
し
て
あ
る
。
運
動
を
指
導
し

‘

　
て
行
く
九
め
に
は
現
在
の
あ
ら
ゆ
る
方

　
面
の
出
向
予
言
ッ
チ
し
て
い
な
く
て

　
は
な
ら
な
い
。
世
界
、
日
本
の
政
治
、

　
姉
済
、
思
想
、
大
衆
の
意
識
、
学
生
騨
、

　
サ
犬
ル
、
教
授
、
職
員
、
理
京
雀
、

　
そ
れ
ら
す
ぺ
て
の
情
況
に
注
意
を
払
っ

　
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
総
会

　
は
順
調
に
胤
ん
だ
。
夕
刻
か
ら
デ
モ
に

　
戸
惑
。
す
で
に
阪
ぐ
た
り
飴
め
た
街
路

　
を
巾
役
所
前
に
向
う
。
佐
世
保
へ
折
り
。

　
た
学
生
は
検
挙
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の

　
で
参
加
し
て
い
な
い
関
係
も
あ
っ
て
、

　
デ
モ
豚
の
人
数
は
少
な
い
。
こ
う
い
う

　
と
き
は
無
我
を
し
な
い
方
が
よ
い

｀
。
整

　
然
と
行
進
す
る
。
そ
れ
で
も
警
察
の
先

導
車
は
「
デ
モ
隊
の
指
導
者
水
沢
君
、

整
然
と
し
た
デ
モ
行
進
を
さ
せ
な
さ

い
」
と
さ
か
ん
に
ス
ピ
土
了
で
が
な

り
立
て
る
。
市
役
所
前
広
場
に
到
着
し

て
、
反
戦
育
年
委
員
会
、
他
大
学
学
生

の
到
翰
膏
尽
て
、
集
会
。
水
沢
君
も

ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
。
「
わ
れ

わ
れ
は
佐
世
保
現
地
闘
争
で
巨
大
な
成

果
を
見
得
し
た
。
コ
ン
棒
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
闘
争
形
態
を
一
層
深
化
さ
せ
、

企
図
各
地
の
闘
争
と
結
合
し
て
、
更
に

前
述
し
よ
う
」
集
会
の
あ
と
、
労
働
者

、
こ
と
む
こ
月
・
回
心
包
含
ご
乃
云
已
庁
眺

が
好
き
で
あ
る
。
日
ご
ろ
忙
し
く
て
読

書
の
時
間
が
な
い
の
を
漫
画
で
胸
代
わ

り
さ
せ
て
い
る
と
、
い
う
わ
け
で
｀
は
な

い
。
純
粋
な
娯
楽
で
あ
る
。
水
沢
君
が

眠
り
に
つ
い
た
の
は
午
前
三
所
感
ご
。

　
人
は
親
、
あ
る
い
は
教
師
か
ら
反
体

制
的
教
育
を
校
け
ら
れ
て
左
戻
と
な
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
生
体
的

に
問
判
と
と
り
組
も
う
と
す
る
自
己
の

姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
水
沢
君
は
何
に

よ
っ
て
そ
の
執
回
勅
辿
し
て
行
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
彼
は
中
学
時
代
、
い
わ
ゆ
る
「
紐
笥

生
」
で
あ
っ
た
。
成
績
は
も
ち
ろ
ん
常

に
ト
ソ
プ
。
説
は
彼
に
期
待
を
か
け

た
。
肢
は
い
な
か
の
中
学
か
ら
附
の
づ
四

校
へ
と
親
の
手
に
よ
っ
て
送
り
込
ま
れ

た
。
そ
の
高
校
で
も
彼
は
良
い
腸
満
を

保
っ
ぺ
そ
の
ま
ま
で
行
り
た
な
ら
彼

は
現
在
と
は
か
な
り
異
っ
た
生
き
方
を

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
ご
Ｔ
生
の

一
学
期
ま
で
彼
の
「
優
等
生
」
は
岫
い

た
。

　
水
沢
君
に
転
機
を
も
た
ら
し
だ
の
は

二
学
期
に
行
な
わ
れ
た
文
化
祭
だ
っ

た
。
そ
こ
で
彼
は
自
分
の
庄
む
ド
の
大

体
調
査
を
行
な
っ
て
研
究
発
・
汲
し
よ
う

と
し
た
。
町
中
衆
言
づ
っ
て
の
詞

汽
こ
こ
に
眺
ん
で
い
な
が
ら
足
を
沁

み
入
れ
だ
こ
と
の
な
か
っ
た
地
哉
へ
も

行
っ
て
み
た
。
令
ま
で
読
ん
・
だ
こ
と
の

　
水
沢
鋸
趾
番
嫌
い
な
の
は
客
観
主

我
者
、
夢
想
的
哲
学
者
で
あ
る
と
い
‘

う
。
「
全
学
連
の
学
生
が
コ
ン
棒
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
機
動
隊
に
ぶ
つ
か
っ
て
行
く

の
は
彼
ら
が
安
易
な
ヒ
ロ
イ
ズ
に
酔
っ

て
い
る
か
ら
だ
。
だ
が
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
か

ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
」
と
批
判
す
る

人
々
が
い
る
。
水
沢
君
は
こ
れ
に
反
論

す
る
。
「
儒
達
は
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
で
打
動
し

で
い
る
の
で
は
な
い
。
コ
ン
棒
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
闘
争
形
態
は
啖
達
の
生
活
情

兄
§
‐
。
っ
弛
浹
ぃ
杓
こ
お
て
く
る
む
り
ご
’
５

な
か
っ
た
社
会
科
学
の
本
を
読
ん
で
そ

の
資
料
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
町
の
労

働
者
、
農
、
漁
民
と
も
接
し
た
。
こ
う

し
て
水
沢
君
は
、
日
ご
ろ
見
な
れ
て
い

る
厨
の
公
債
の
真
個
に
も
う
一
つ
の
顔

か
お
る
こ
と
を
発
見
し
九
と
い
う
。
労

働
将
、
・
農
、
漁
民
達
は
生
活
の
蓉
し
さ

を
訴
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
も
三
方

に
は
冨
め
る
将
が
い
た
。
こ
の
副
将
を

結
び
つ
け
て
い
る
も
の
は
、
町
の
円
高

に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
「
資
本
の
論
理
」
た

っ
た
。
富
め
る
者
と
貧
し
き
者
の
断

絶
、
矛
。
言
、
非
和
解
的
対
立
、
そ
れ
が

自
分
の
汪
む
町
に
存
在
し
て
い
穴
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
ま
で
彼
の
眼
に
は

七
れ
が
映
っ
て
い
な
か
り
た
と
い
う
驚

き
は
彼
が
受
け
て
き
た
教
育
、
自
ご
の

生
き
方
に
対
す
る
不
信
と
反
抗
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
資
本
土
前
社
会
へ
の

疑
問
発
話
光
さ
せ
た
。

　
次
第
に
水
沢
君
は
勉
強
か
ら
言
ざ
か

っ
て
行
っ
た
。
投
票
に
も
出
な
く
こ
っ

る
い
は
民
青
シ
ン
パ
と
の
接
触
の
中

で
、
そ
の
こ
ろ
民
青
に
対
す
る
若
干
の

傾
斜
を
見
せ
て
い
た
。
「
ビ
ヰ
ニ
デ

ー
」
や
「
聡
声
優
然
一
へ
の
彭
加
の
経

験
も
あ
る
と
い
う
。

　
そ
ん
な
彼
も
や
は
見
入
学
入
学
試
験

を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
「
お
前
は
国
立
は
無
理
だ
か
ら
や

め
と
け
」
と
い
う
担
任
教
師
に
対
抗
す

べ
く
同
穴
大
二
枚
と
同
志
社
を
受
験
。

同
志
社
の
み
合
格
。
別
に
大
学
で
学
生

運
動
を
や
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
号
つ

だ
。
「
何
と
な
く
」
川
志
社
へ
き
て
、

高
校
時
代
の
経
験
も
あ
っ
た
の
で
「
何

と
な
く
」
学
生
新
聞
を
編
集
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
彼
は

理
論
を
学
び
取
り
、
発
展
さ
せ
て
行
っ

た
。
編
集
の
仕
事
も
人
並
み
以
上
に
や

っ
た
。
だ
が
二
回
生
の
前
期
に
は
ど
う

し
よ
う
も
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
落
ち
入

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
自
己
の
信

ず
る
坦
論
（
そ
れ
は
基
本
的
に
行
動
の

同京

－－」－

冷
静
に
闘

勝
ち
抜

し
て
行
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
彼
の
学
校

行
政
、
教
育
体
制
に
対
す
る
不
満
は
明

沃
な
抵
抗
と
い
う
次
元
に
ま
で

１
‐
１
筒
め
ら

れ
た
。
生
徒
会
詰
、
高
校
新
聞
を
通
じ

て
の
彼
の
受
験
体
制
、
教
育
批
判
は
学

校
側
に
「
由
々
し
き
」
問
題
と
し
て
と

ｏ
玉
け
ら
れ
応
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
水
沢
君
は
共
産
党
系
の
教
師
、
あ

組
織
を
運
動
体
と
し
て
機
能
さ
甘
凡
な

い
の
で
は
な
り
か
と
い
う
不
安
で
あ

り
、
そ
れ
は
組
織
内
部
に
お
け
る
彼
の

活
動
を
無
に
鋼
元
し
て
し
ま
う
よ
う
に

思
わ
れ
た
と
そ
の
間
の
状
況
を
説
明
す

る
。
だ
か
彼
は
理
論
の
正
し
さ
を
信
じ

て
い
た
。
彼
は
ど
う
し
応
か
？
自
治
会

へ
飛
び
込
ん
だ
。

に
・
洽
　
栄
三
　
　
　
　
　
　
治
・
・
・

保
守
三
郷
弓
あ
る
か
ら
Ｉ
。
お
も
に

レ
ー
ニ
ン
の
誓
書
を
読
む
中
か
石
政
治

力
学
的
視
点
を
身
に
つ
け
た
と
い
う
水

沢
君
に
と
っ
て
イ
ン
テ
扶
グ
ン
チ
ャ
ー

は
「
イ
ン
チ
キ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
」
｀
乙
し
か

敗
ら
な
い
。

　
彼
の
晟
大
の
願
い
は
同
志
社
か
ら
コ

ン
棒
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
武
装
し
た
学
生

を
二
、
三
千
人
デ
モ
に
送
り
出
ず
こ
と

で
あ
る
と
い
う
。
学
生
運
動
に
全
生
活

を
投
じ
て
い
る
活
動
家
と
し
て
は
至
極

当
然
な
願
望
で
あ
る
が
、
脱
状
で
は
な

あ
る
。
七
〇
院
長
ま
で
は
精
力
的
に

活
動
す
る
自
信
が
あ
る
。
七
〇
年
は
高

揚
し
た
運
動
の
中
に
身
を
置
い
て
が
ん

ば
る
つ
も
り
だ
。
し
か
し
安
保
が
終
っ

た
後
自
分
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は

自
信
を
持
っ
た
答
は
で
き
な
い
Ｉ
と

彼
は
い
う
。
彼
は
オ
フ
ク
ロ
さ
ん
に
弱

い
。
「
学
生
運
動
な
ど
や
っ
て
一
体
ど

う
す
る
つ
も
り
。
私
は
赤
旗
を
振
ら
せ

る
た
め
に
お
前
を
京
都
に
や
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
よ
」
と
ア
ジ
テ
ー
シ

n
l＼
M
I
r
a
s
n
sl
＆
s
S
U
j
.
a
n
sh
l
s
l
l

御
健
闘
″

゛ W へ 〃

斯
学

」
　
顧
問
京
都
大
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